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The Rapid Growth of Emerging Local Automobile Manufacturers in China: 
Especially on Their Relationship with Industrial Policies (Part1) 
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出所 瀋陽日本総領事館 HP 2016 年 1 月 29 日閲覧より。 










































































象期間は、第 2 次世界大戦後から中国自動車産業が世界トップの座に着く 2010 年前後までの


















区切りとして注目し、1949 年から 2002 年前後までの約 50 年間を対象期間に定めた。「瀋陽
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である。しかし、第 2 次世界大戦終了後の 1945 年頃の中国の自動車保有量はわずか 3 万台余
りで、1949 年頃になってもまだ 7 万台に過ぎなかった 13）。 
 1949 年から今日までの中国自動車産業の発展は、自動車産業政策の中心の変化に沿って大
きく 4 つの時期に分けられる（表 1）。本稿（その 1）の検証は、2002 年頃までの前 3 つの時
期に重点を置く。 
 
表 1 中国自動車産業の発展時期と自動車産業政策 
時 期 区 分 1950～1978 年 1979～1993 年 1994～2003 年 2004 年以降 









中 心 政 策 政府の計画に基づく
自動車生産 




















まれ、また重要建設項目として「第 1 次五ヵ年計画」（1953～1957 年）にも取り入れられて
いった 14）。 
1956 年 7 月 14 日、中国重工業部に命名された総工費 6 億元の「第一汽車製造工場」（「第
一汽車」の前身である）の生産ラインから、中国自前の「解放」という銘柄のトラック 12
台が送り出された。3 ヵ月後に、この年産 3 万台規模の自動車工場が正式に稼働した。こう
して、中国自動車生産の量産体制がようやく整ったのである 15）。しかし、1960 年の中国自動
車総生産量 2 万 2,574 台の内訳からも分かるように、「第一汽車」一社の生産量が 1 万 7,346
台で全体の 8 割近くを占め、それ以外の自動車メーカーの生産合計は 3,966 台に過ぎず、し
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「3大 3小 2微」による乗用車生産体制の整備 
























とする自動車の輸入が大幅に増え、多くの外貨が費やされていった。1980 年に、1 万 9,570
台の自動車輸入には、約 2 億ドルもの外貨が投じられていた。そして 1979 年から 1993 年ま
での 15 年間に、50 万台を超える乗用車を含め、輸入自動車の合計は 120 万台に上ったので
ある 23）。このような状況の中で、乗用車の国産化が急務となった。 
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中国政府の乗用車生産体制に関する政策、いわゆる「3 大 3 小」が正式に発表されたのは、
1988 年 8 月のことである。「3 大」とは、「第一汽車」（ドイツのフォルクスワーゲン VW と
の合併）、「東風汽車」（日産ディーゼルとの技術提携）、「上海汽車」（ドイツのフォルクスワ










1994 年 7 月 12 日、中国政府により「中国自動車産業発展政策」が正式に公布された。そ





































































陽市の年間自動車総生産台数は、わずか 784 台しかなかった。 
1984 年、瀋陽市は管轄下の「農業機械・自動車工業局」を二分割すると同時に、市内にあ










した。その後、「瀋陽金杯」は国家資産管理局の許可を得て、総資産に相当する 4 億 8,684 万
4,900 元を以て（1 株 100 元に換算して）、総株数 486 万 8,449 株（普通株 32））を発行した（う



































外資系「中国華晨」は 6 つの上場企業を次々と傘下に収め、一瞬にして総資産 300 億元の大
手自動車企業グループに変貌を遂げたのである 35）。 
一方、この外資系「中国華晨」の変貌ぶりとは対照的に、「中国華晨」の傘下に収められた
国有上場企業の「瀋陽金杯」は、2002 年の年末決算で 8 億元もの経常赤字を計上した。しか
し、「瀋陽金杯」はなぜまたこのような経営不振に陥ってしまったのか。 
事の発端は「瀋陽金杯」が株式会社に転換した 1988 年にさかのぼる。その年の 11 月 25
日、「瀋陽金杯」は、瀋陽市政府の斡旋で「中国汽車工業進出口公司瀋陽市分公司」を通じて、
日本のトヨタ自動車と技術提携関係を結んだ。そこから、「瀋陽金杯」はトヨタ・ハイエース
の RZH シリーズ 4 代目の技術を導入し、設備および金型をリースするとともにトヨタ流の
現場管理を徹底することなどにより、1992 年から中国の国内向けに高級ブランド「金杯ハイ
エース」のシリーズを生産し始めた 36）。さらに 1995 年には、トヨタ・ハイエースをベース

































































































は、前掲、劉暢［1998］pp.8-18 および前掲、劉暢［2009］pp.18-19 を参考。 
11） 詳しい分析は、同上、劉暢［1998］pp.8-9、p.16 および同上、劉暢［2009］p.19 を参考。 







19） 前掲、市村真一［2005］p.243 および朱永浩［2013］p.83。 
20） 「上海汽車」は 1994 年に設立された上海市政府所有の国有企業で、高級自動車を中心に生産を展





















済専門誌『財経』の 2001 年 4 月 5 日号に掲載されている。 
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36） 海狮（ハイエース）は、トヨタ最初の運転室前置モデル自動車であった。海狮の命名には Hi（high）











[4] 今井理之［1998］『東北三省の経済発展と外資』世界思想社  
[5] 岩原拓［1995］『中国自動車産業入門』東洋経済新報社 
[6] 上野裕也［1987］『競争と規制―現代の産業組織』東洋経済新報社 
[7] 宇野重昭・小林弘二・矢吹晋［1986］『現代中国の歴史 1949-1985』有斐閣 
[8] 岡崎哲二編［2012］『通商産業政策史 1980-2000 第 3 巻 産業政策』経済産業調査会 
[9] 小川雄平［2000］『中国東北の経済発展』九州大学出版会 
[10] 小野五郎［1999］『現代日本の産業政策―段階別政策決定のメカニズム』日本経済新聞社 
[11] 貝塚啓明［1968］『週刊東洋経済』臨時増刊「産業政策と八幡・富士合併」特集 12 月 11 日号 東
洋経済新報社 










[21] 正村公宏［1978］『大日本百科事典』第 3 版 小学館 








第 51 巻 第 1 号 
[28] 劉暢［2009］「上海宝山製鉄所の建設とその意義―政府政策と企業活動」『嘉悦大学研究論集』第




[1] 東北振興弁公室［2007］『東北振興 3 年レポート』遼寧省政府 







中国における新興地方自動車メーカーの急成長（その 1）  劉 暢  許 栩  61 
[8] 王福君［2011］『基于産業集群的遼寧汽車産業発展研究』中国科学技術出版社 
[9] 王陽［2011］「黒龍江農墾区発展簡史」『農場経済管理』2011 年第 1 期 黒龍江省農場管理学会 









[1] 瀋陽日本総領事館 HP 2016 年 1 月 29 日閲覧 
http://www.shenyang.cn.emb-japan.go.jp/jp/economic/economic_ne.htm 
 
（平成 29 年 5 月 1 日受付、平成 29 年 7 月 6 日再受付） 
